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東邦大学 医学部 教授

日本感染症学会 理事長

日本臨床微生物学会 理事長

新型コロナウイルス感染症 専門家会議 委員

舘田 一博

１. 重症例の “いのち” を守る

２. 軽症例の集中による現場混乱の回避

３. 感染患者・医療従事者に対する差別を防ぐ

提言：私たちの目指す方向性 2020年 2月 28日

国別死亡者数

https://www.worldometers.info/coronavirus/
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人口100万人当たり死亡者数

https://www.worldometers.info/coronavirus/
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4月28日時点で 70施設からの投稿

JamesM. Sanders et al. JAMA 13 April, 2020

アビガン
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クロロキン

アクテムラオルベスコ

フサン

5

6



2020/4/30

4

新型コロナウイルス感染症に対する治療薬

現時点で特異的な治療薬がない

・ 検討中： レムデシビル （エボラ治療薬：RNA合成阻害剤）

アビガン® （ファビピラビル： 抗インフルエンザ薬）

オルベスコ® （シクレソニド： 吸入ステロイド）

カレトラ® （抗HIV薬： ロピナビル/リトナビル）

クロロキン （抗マラリア薬）

ナファモスタット (膵炎治療薬：セリンプロテアーゼ阻害剤）

トシリズマブ （リウマチ治療薬：IL-6受容体阻害剤）

ステロイド全身投与 （免疫抑制剤）

政

国内のPCR検査実施人数の推移

４月28日
9,122人

陽性：190人

毎日新聞
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新型コロナウイルス感染症に対する診断法

１．遺伝子検査 ウイルス遺伝子の検出 （診断，キャリア－抽出）

・ PCR法，LAMP法など （高感度，1～2日）

２．抗体検査 血中抗体を検出 （感染約2週間で陽性，感染の既往）

・ 免疫クロマト法 （15分，肉眼判定，＋or ー）

・ ELISA法 （3～4時間，高感度，定量的）

３．抗原検査 呼吸器検体中の抗原を検出 （診断，キャリアーの抽出）

・ 免疫クロマト法

・ ELISA法

唾液を用いた抗原検査が可能になれば ・・・ 迅速，安全！ 感度？

帰国者・接触者相談センター

指定医療機関

公的検査機関

4日発熱，濃厚接触者，渡航歴 ・・・

開業医・一般医療機関

民間検査センター

検体採取機関

発熱，風邪，のどが痛い，不安 ・・・

ドライブスルー

PCRセンター

検査スポットなど

患者

新型コロナウイルス感染症に対する診断法

日本感染症学会，日本環境感染学会 提言 （2020年4月24日）
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新型コロナウイルス感染症流行の今後の展望

緊急事態宣言
小さなアウトブレイクの繰り返し ・・・・

都市部から地方へ ・・・・

半年なのか，数年なのか ・・・・

どこで緊急事態宣言を解除するか・・・・

FilmArray (ビオメリュ―）： https://www.biofiredx.com/products/filmarray/biofire-syndromic-trends/

風邪コロナウイルスの月別検出状況
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緊急事態宣言の継続・解除を左右する要因 （私見）

１．感染者数に関する要因： 感染者数の推移 （実効再生産数）

リンクの追えない感染者数

低感染者数の一定期間の継続

地域格差

２．医療現場のひっ迫状況： 【ハ コ】 ベッド数および占拠率

【モ ノ】 マスク，ガウン，人工呼吸器 ・・・

【ヒ ト】 看護師，医師の数とパワー

３．地域の診療・検査体制： 遺伝子検査等の稼働体制の構築

スムーズかつ効率的な病診連携体制

市民における感染率の把握

“日本モデル”

新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言 （専門家会議： 2020年 4月1日）

① クラスターの早期発見・早期対応

② 重症者への集中治療と医療提供体制の確保

③ 市民の行動変容 ・・・・ “スマート行動変容”

・ 人流をできるだけ保ち，接触を減らす

・ 全ての人が協力して感染抑制行動 ・・・ Universal Precaution
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